

















型式:日本電子製 (JMN-~) 、 超伝導度磁石(磁場強島: 11.7<訂、 調旋核種:ザC，
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う。また、図 3 では EBz のフェニル核
の部分を拡大したスペクトルを示すが、







4. 2 窒素核(15-N) の測定方法の
修得





種の中から lH と 13C 核を除いた物を言
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が日頃の研修校取り扱っている有機化合物中の窒素原子 (N) に着目し、 15N核について測定を試
みた。図4から理解されるように15N 核は、 13C 核に比較して相対感度が約50倍低いので、測
定溶液は測定時間を短くするため高濃度で調整した。試料は2種類のN原子を有する悶島町r を使




4. 3 学内 LAN システムを利用して研序盤の端末で2DNlπs ソフトによる 2次元 NMR の解
析技術の修得
















測定した C必E試料の1H_ 1H シ
フト相関二次元のスペクトルの解
析をこのソフトを用いて試み、結
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